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ジュエリーデザインの現場

内海和子

TASAKIの デザ イ ンは大 き く分 け て,量

産 デザ イ ン,一 品デザ イ ン,デ ザイ ナー ズ

コ レクシ ョンの3つ に分 か れ ます。

量産 デザ イ ンは1つ の デザ イ ンで20--30

点 制作 します 。 工業 デザ イ ンと比べ非 常 に

数 が少 ない ので 多品種 少量 生産 の典型 とい

え ます が,年 間の開発 数 は2000点 を軽 く越

え ます 。一 品 デザ イ ンは素 材が 一点 しか な

い もので1つ1つ デ ザ イ ンを丹 念 に行 い ま

す 。

デザ イナー ズ コ レクシ ョンはデザ イナ ー

の個性 を充 分 に発揮 で きる分野 で,デ ザ イ

ナ ーの オ リジナ リテ ィー を追求 して行 くも

ので す。 この作 品 に はデザ イナ ー名 が刻 印

され ます 。今 回 はデザ イナ ーで あ り,作 家

で ある こ とも求め られ る,コ レクシ ョンを

持つ デザ イナ ーの ものづ くりの背景 につ い

て,考 察 しま した。

デザ イ ンを展 開 して行 く場合,何 をコ ン

セ プ トにす るか,何 をテ イス トに持 って く

るか はデザ イナ ーの基本 にな る問題で す。

デザ イナ ー に とって 自分 のス タイ ル,パ

ター ン を作 り出す ことは大切 な こ とです。

その為 に は相 反す る要 素,異 な る要素 をで

きるだけ切 り捨 て,必 要 な もの だ けを抽 出

し形 に して ゆ くこ とが必要 に な ります。

私 は 自分 の ポジ シ ョンを探 るため に,対

比 を一 つ の考 察 の手掛 か りと し,

デコラティブか シンプルか

曲線的か 直線的か

動か 静か

とい う具 合 に比 較 しなが ら,物 づ くりの 中

で試 行錯 誤 を繰 り返 して きま した。

又,装 飾的 な もの,非 装飾 的 な もの を西

洋 と日本 とに分 けて,扱 い方 の違 い をず っ

と見 つ づ けて き ま した。 が,私 の 作 品 の

ベ ース にな る,そ の どち らか1つ を選 択 で

きず に今 まで考 え続 けて きた よ うに思い ま

す 。

装飾 につ いて

現 代様 式 は一世 紀 あ ま りに渡 って,装 飾

を悪 として排 除 して きま した。私 は時代 の

要 求 や現 代 の性格 にふ さわ しい もの を作 る

時,よ り装 飾的雰 囲気 を持 たせ る こ とは時

代 に逆 行す るとい う ような意識 が あ り,装

飾 は悪 趣味 とい うよ うな考 え方 に従 ってい

た よ うに思 い ます。 しか し装飾 とは不思 議

に人 を引 き付 ける ものが あ ります 。私 は学

生 の頃,19世 紀 末芸術 に触 れ,ア ール ヌ ー

ボ ーに心酔 し,ガ ウデ ィ,エ ミール ・ガ レ,

クリム ト,ビ アズ レー に夢 中に な りま した。

そ の時 にボ ー ドレール の 「悪 の華 」 とい う

詩集 を知 りま した 。

「悪 の華」 とい う題名 はイマ ジ ネー シ ョ

ンをか き立 てる響 きを持 ってお り,深 く脳

裏 にや きつ け られ ま した。 この言 葉 を発 す

る と浮 かん で くる形が妙 に装 飾性 を帯 びて

くるの です 。そ の感覚 は非 日常 的 とな り甘

美 な夢 の世界 へ と引 き込 まれ,そ して色 彩

が 浮か びあ が って くる ような感覚 を味 わ う

のです 。装飾 を施 す とい う ことは,官 能 的

な情 緒 を喚起 す る何 かが あ るのか もしれ ま

68



せ ん。 私 は装飾 を排 したモ ダ ンスタイ ル を

追 い なが らも一 方で,宝 石 とい うマテ リア

ル をふ ん だん に使用 した装 飾性 の 強い作 品

を作 って みた い と思 うよ うにな って き ま し

た、

非装飾的なもの

日本の伝統文化を考察してゆくと,白 木

信仰とか,日 本建築,日 本庭園,茶 道,書

道など素材を大切にする精神風土が根底に

流れており,そ こに美を見出す考え方があ

ります。

舞踊に例えると素踊りに当たるもので,

化粧や衣装などの装飾性を一切省き,舞 そ

のものに焦点を合わせるという見方はテン

ションの高さを演ずる側も,見 る側も要求

されます。

日本の精神性は,目 に滲みるような真白

な滝が垂直に流れ落ちる姿そのもので,簡

潔な美を求めることに,精 神のすがすがし

さを感じるようです。

私はシンプルなデザインを行うとき,静

け さを感 じさせ る こ とを主 題 とし,心 も作

品 もで きるだ けス トイ ックで あ りたい と思

い ます 。

西洋 の文 化 は余 白 を埋 めて ゆ く,も の を

加 えて行 く文 化 で あ り,日 本 の文化 は余 白,

間 を大 切 に し,も の を省 い て行 く文 化で あ

る と云 われて い ます 。

目に見 え る豊か さ,目 に見 え ないが豊 か

で あ る と言 う事 の文 化,美 意 識 の 違 い は

各 々興 味深 い 示唆 に富 んで い ます 。

私 に とって,こ の どち らの文化 も捨 てが

た く,ど ち らの美 意識 も大変 な魅 力 とな っ

て 迫 って きます。

宝 石 は もと も と日本 に育 た なか った文 化

で す。 それ を 日本 の文化 をふ まえ なが ら解

釈 して行 くの には単 なる ス タイ リングだ け

で は解決 で きない もの が ある よ うに思 い ま

す 。

私 は装飾 的,非 装飾 的 の相対立 す る二つ

の両極 を追 い なが ら,時 に華麗 さを求 め,

時 に精 神性 を重 ん じなが ら宝石 にふ さわ し

い デザ インを展 開 して行 きた い と思 い ます 。

うつみ ・かずこ 田崎真珠 デザイン室課長
1992.5.23第131回 研究例会
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